
 

（５）創造的な未来を切り拓く子ども・若者の応援 

■具体的取組■
具体的取組 取組概要 所管部署

グローバルな人材の
育成

英語及び外国語活動の充実により，国際感
覚や豊かなコミュニケーション能力を育成
するとともに，国際社会で主体的に行動でき
るグローバルな人材を育成します。

指導室

オリンピック・パラリ
ンピック教育の推進

オリンピック・パラリンピックの歴史，理
念，参加国の文化等の学習を通じ，異文化や
障害者に対する理解を深めるとともに，自他
を認め，尊重し合う心を育成します。また，
調布市がオリンピック・パラリンピックの競
技会場であることを生かすとともに，オリン
ピアン・パラリンピアンとの交流を通して，
運動やスポーツへの関心を高め，夢に向かう
努力や困難を克服する意欲の向上，共生社会
の実現に向けた意識の醸成等を図ります。

指導室

自国の伝統・文化への
理解促進等

相互友好協力協定を締結している東京外
国語大学の留学生のインターンシップを児
童館で受け入れ，留学生との交流を通じて，
子どもたちの日本文化や異文化に対する理
解等を育みます。

文化生涯学習課
児童青少年課

 

第９章 計画の推進に向けて
１ 計画の推進体制

計画の推進にあたっては，子育て家庭，事業者等，子育て当事者の意見の反映を
はじめ，子ども・子育て支援施策を地域の子ども及び子育て家庭の実情を踏まえて
実施することを担保するとともに，計画を定期的に点検・評価し，必要に応じて改
善を促すため，調布市子ども・子育て会議を設置しています。
また，庁内関係各課や，その他の機関，国，都，近隣市と連携しながら，計画を

推進します。

２ 計画の達成状況の点検及び評価

（１）目標値と評価指標 

評価においては，個別事業の進捗状況（アウトプット）に加え，計画全体の成果
（アウトカム）についても点検・評価することが必要です。
計画の推進においては，利用者の視点に立った柔軟かつ総合的な取組が必要であ

り，このような取組を評価するため，調布市子ども・子育て会議において，進捗状
況を継続的に点検・評価し，施策の改善につなげていきます。

 

 

（２）進捗状況の管理（達成状況の点検・評価・計画の見直し） 

各年度において，計画に基づく施策の実施状況等について点検・評価し，この結
果を公表するとともに，これに基づいて対策を実施していきます。この一連の過程
を開かれたものとするため，調布市子ども・子育て会議を活用します。
計画期間中においても，教育・保育や地域子ども・子育て支援事業の利用希望者

数が，量の見込みと大きく乖離している場合には，適切な基盤整備を行うため，計
画の見直しが必要です。利用希望者数の状況を踏まえ，計画期間の中間年を目安と
して，必要な場合には，計画の見直しを行います。
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